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た
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.タ.に

.お
い
て

合
同
し
、.
.こ
.こ
^
,ド
イ
ツ
.社
会
民
主
党
と
改
称
し
、
い
わゆ
る
コ 

丨
タ
綱
領
を
採
択
し
た0
ラ
.ツ
サ
I
ル
主
義
と
マ
ル
ク

V

ス
主
義
と
の
折
衷
な
い 

し
妥
協
..
の
産
物
と
し
て
の
ゴ
ー
タ
綱
領
は
、

マ
.ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の 

は
げ
し
い
批
判
を
あ
び
た
が’、
：
こ
の
.こ
と
：は
ド
イ
ツ
労
働
者
階
級
の
運
動
が
、 

未
だ
明
確
に
マ
ル
ク
ス
、3S
.義
の
基
^
に
立
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
理 

論
的
_に
未
成
熟
で
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
日
和
見
主
義
や
改
良
主
義
な
ど
の
狹

®
 

に
よ
'-?
て
、
そ
の
階
級
的
性
格
が
瞹
眛
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
ぅ
事
実
に
ほ 

か
な
ら
な
か
ら
た
。

第
ニ
期
す
な
わ
ち
、_ー
八
七
五
年
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
蕩
觉
の
成
立
か
ら
、 

一
八
七
八
年
ビ
ス
マ
ル
クr -
よ
る
荀
酷
な
弾
压
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
鎮
压
法 

の
も
と
に
お
け
る
党
組
織
の
壊
滅
、
党.の
；再
建
を
へ
て
、

一
八
九0
年
合
法
化 

を
獲
ち
と
る
ま
で
の
十
数
年
は
、
世
界
資
本
主
義
体
制
の
強
力
な

一

環
と
し
て 

の
ド
イ
ツ
資
本
主
義
は
、
：イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
と
角
逐
し
、
そ
の
塁
を
摩
す
る 

に
至
？
た
。
：
一
八
四
八
：年
の
革
命
当
時
ユ
ン
ヵ
ー
の
下
僕
で
し
か
な
か
っ
た
ブ 

ル
ジ
ョ
7
ジ

ー

は

、.資
本
主
義
の
帝
国
主
義
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
い
ま
や
ド 

イ
ッ
の
政
治
的
権
力
の
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
罾
き
、
■
民

地

の

_

得

に

も

の
り
出
し
て
い
た
。
他
方
、
ド
イ
ツ
労
饊
者
階
敝
の
運
跡
も
'
社
会
民
主
党
が 

幾
压
さ
れ
た
.に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
第
に
強
力
と
な
り
、
階
級
闘
争
は
は
げ
し 

く
な
っ
た
。
社
会
民
主
党
を
先
頭
と.す
る
.ド
.イ
ツ
労
働
者
階
級
の
果
敢
な
抵
抗' 

は
、
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
を
通
じ
て
：、
世
界
の
勤
穷
大
衆
に
大
き
な

®
.
. 

銘
を
あ
た
え
た
。
，だ
が
同
時
に
、
：
こ

の

社

舍

王

震

圧
^

-の
.苦
闘
の
時
代 

に
、
M

M政
党
七
し
て
の
社
会
民
主
党
内
部
に
は
、
内
紛
が
お
こ
り
は
じ
め
、 

と
く
に
一
八
八
三
年
三
月
一

j

九
0
、
党
犬
会
が
a
ペ
ン
ハ
ー
.ゲ
ン
，で
開
か
れ
た 

と
き
、
社
会
主
讀
压
法
の
苦
痛
か
ら
逃
避
す
る
た
め
に
、
ビ
ス
マ
ル

'ク
_
対
,
 

主
義
§

に
履
し
て
合
法
新
党
を
結
成.し
よ
ぅ
と
す
る
日
®

主
義
的
な
動 

き
が
活
発
と
な
？
た
。
こ
の
こ
と
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、

ー
八
八
三
年
か
ら
ー

' 

八
八
七
年
に
か
け
て
、'.
-社
会
民
主
觉
の
指
導
者
べ
ル
：ン.シ
ユ
：タ
イ
ン
、
.ベ
ッ
カ 

丨
お
よ
び
べ
.丨
ベ
ル
に
あ
て
た
書
簡
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

)

。

一
八
八
3
年

 ̂

後
の
ド
イ
ツ
社
会
主
義
運
動
に
お
け
る
こ
の
よ
ぅ
な
分
裂
の
表
面
化
は
、
游

p
,

 

な
弾
田
の
も
と
に^0
い
て
の
み
わ
ず
か
に
糊
塗
で
き
た.:%
の
.で
あ
つ
た
が
、
社
.
. 

会
主
義
鎮
压
法
が
驚
さ
れ
た
ー'八
九

.〇

年

以

後

そ

の

内

紛

は

ー

層

ひ

ど

く

な
 

り
、
や
が
て
ド
イ
ツ
曼
卯
め
悲̂
へ
つ
ら
な
る
も
の
と
な
ヴ
た
。
こ
の
よ
う
な.. 

社
会
主
義
の
左
右
両
翼
へ
の
分
解
は
、
，労
働
組
合
運
動
.に
も
波
及
せ
ず
に
は
お 

か
な
い
。

一.，掘
り
.の
労
^
;
族
層
を
代
表
す
る
に
す
ぎ
な
い
右
翼
社
会
民
主
主 

義
渚
が
、
た
ま
.た
ま
有
力
な
指
導
者
で
あ
つ
た
場
パ
ロ
、•

の
危
機
は
次
第
に
：
 

濃
屢
と
.な
る
CD
'.が
常
で
あ
る
が
、.こ

の
よ
ぅ
な
傾
向
.は
、

.

.
ひ

と

り

ド

f
ツ
社
会 

民
主
党
の
み
な
ら
ず
、
の
ち
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
場
合

. 

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
ド
イ
.ッ
社
会
民
主
党

. 

'
第

三

期

、

一

八

九

0

年

、

エ

ル

フ

ル

ト

赃

領

の

播

択

か

ら

第

一

：
次

世

界

大

戦

 

の

勃

発

ま

で

の

H

五

年

間

は

、

帝

国

主

義

段

階

へ

の

突

入

-に

と

も

な

う

諸

矛

盾

 

の

激

化

、

.す

な

わ

ち

，

X

階

級

的

対

立

の

1

層

の

激

化

、

㈡

労

響

族

層

の

形

成

 

と

木

^

^

働

者

.の

.窮

泛

化

、

：

㈢

植

民

地

争

奪

の

た

め

の

帝

国

主

義

f

の

切

 

/■
迫

、

H

議

会

民

主

主

義

.に

た

，い

す

る

勤

労

大

衆

の

幻

想

、

㈤

軍

備

拡

張

に

と

も

 

な

う

軍

需

予

算

の

膨

脹

と

全

体

と

し

.て

の

货

働

者

階

級

の

窮

乏

化

の

促

進

な

ど

 

の

、

独

占

資

本

主

義

段

階

に

お

い

て

、

い

ず

れ

の

国

に

も

み

ら

れ

る

諸

特

徴

が

. 

•

ド

.
イ

ッ

^

お

い

て

.は

、

#

.
ぐ

明

自

と

な

っ

た

時

期

に

相

当

す

る

。

そ

し

て

そ

れ

 

と

同

時

に

、

エ

ン

ゲ

ル

ス

が

、

n

八

九

1
年

の

社

会

民

主

党

2

.
ル
フ
ル
ト

)

 

.
綱

領

素

の

批

判

十

の

处

か

で

’

つ

こ

ん

ど

の

裏

は

ゝ

^

ま

ま

で

ゆ

綱

領

！
；1

 

八

七

五

'年

.の

ゴ

1

タ

辋

領

〕
\

と

ち

が

っ

て

、

ず

っ

と

よ

く

な

っ

て

’
い

る

0

時

代

 

お

く

れ

の

伝

統

——

固

有

の

意

味

.で

の

ラ

ッ

サ

ー

ル

の

§

も

、

ま

た

俗

流

社

 

パ

会

主

義

的

な

も

——

の

つ

よ

い

な

ご

り

は

、

根

本

的

に

1
:

掃

さ

れ

て

い 

.

る

,0
そ

の

理

論

，的

な

面

に

.つ

い

て

み

れ

ば

、

こ

の

i

は

全

体

^

し

て

今

日

の

 

科

学

の

.基

礎

に

.
た

っ
て
い
る

」

と

指

摘

し

た

よ

^

^

.

た

し

か

に

、

か

つ

て

の

 

「

ラ
ッ

サ
ー
ル
崇

拝

」

.は

衰

え

た

に

も

か

：
か

'わ

ら

ず

、

そ

の

思

想

は

依

然

と

し 

て

ド

イ

ッ

社

会

、
王

義

の

ひ

と

つ

の

流

れ

|

た

.と

え

ば

オ

イ

ゲ

ン

'.デ

ゥ

リ

ン
 

グ

の

思

想

を

想

起

せ

よ

._
_

_

の

な

か

に

生

き

て

お

り

、

^ :
.た

イ

ギ

、
リ

.ス

社

会

主

. 

義

の

理

論

的

伝

統

、

フ

H
.

ビ

ア

ン

協

会

の

1

、
玉

義

を

、

社

会

主

義

鎮

圧

法

下

 

の

亡

命

中

に

洗

礼

を

う

け

た

ベ

ル

ン

シ

エ

タ

イ

ン

公

^ -
と

し

て

修

] £
主

義
 

論

争

の

.口

火

を

.き

？
た

の

で

ぁ

っ

た

.。
：

わ

れ

わ

れ

は

い

ま

こ

こ

で

、

修

正

主

義

 

論

争

が

、

：
' ド

イ

ッ

社

会

主

義

蓮

動

の

歴

史

に

お

い

て

、

ど

の

よ

^

V

な

意

義

を

有

五
：一 

S
 1)



す
る
も
.：の
.：
で

あ

る

か''
>
そ
れ
は
‘ど
の
よ
う
に
し
て
展
開
さ
れ
、
ど
の
よ
：う
な
寧 

;
_を
；
労

膚

卷

階

猶

に

あ

た

：
え

た

，
が

、

こ

れ

ら

の

点

に

つ
い

て
分

析

す
る
こ
と
を 

-目
的
と
ず
る
.4
め
允
.は
.な
い
：0
;-
'そ
れ
は
：た
.1
.
:
&
^
、
：
ー
ド
イ
：
ツ

社

会

民

主

党

；
の

歴 

史

の

，土

；
で

爾

期

的

^
:
^
^

で
；；

あ
^
:

N 、

へ
社
会
民
，主

主

義

の

運

命

を

象

徽

す

：る

.：ぎ

.わ. 

め
だ
麗
お
る
問
題
で
あ
石
每

：

一
 

い

て

揭

的

な

指

導

権

と

敷

響

力

と

を

泰

ド

イ

ツ

社

会

民

主

党

的

部

に

、

:'
1
.
そ 

一
の
理
論
..の_

的
修
正
が
、
：»
カ

な

指

導

箸

と

：
そ

0
グ

：.ル
：
丨

プ

に

；
よ

>
,
て

提

唱 

ぐ
さ
れ
た
上
い
う
囊
は
、
：|.体
何

：を

物

請

る

；
か

、

':
'と
：の
問
題
に
獲
し
.て
論
ず 

ぃ
る
•£
と
と
し
よ
}
。

と

の

こ

と

；
を

.通

じ

て

わ

れ

わ

办

は

ク

は

じ

め

て

第

一

次

世
 

界
大
職
の
.勃
発
と
第1:1:

イ

ン

：

タ
：-

ナ
シ
ョ
：ナ
ル
崩
壊
の
宓
蕾
に'つ
い
^
の
明
，
 

確
な
認
識
に
達
す
る
こ
と
と.な
る

が

ら

で

：
あ

：る

。

：
.

一
八
四
八
年
の.深
刻
な
経
済
恐
慌
と
政
治
的
な
危
機
を
経
過
し
て
以
来
、
'ニ 

八
六
〇
_

.に
至
：っ
て
、
3
1 ロ
ー
ッ
。

c

と
.

K

 
メ

リ
^
の

資

本

主

義

は

、

..
い

お

ゆ 

，る
相
対
的
安
定
期
に
入
り
、
労
働
者
階
級
の
運
動
の
自
標
も
政
治
的
社
会
的
な 

'変
革
か
ら
経
済
的
な
要
求
に
移
行
し
て
ゆ
く
傾
向
.を
示
し
た
。.

」
ー.八
七
〇
年
に 

は
ョ
I 
ロ
ッ
。ハ
各
国
で
は
，
職
業
別
も
し
く
は
産
業
別
に
.i
組
合
が
，確
固
と 

し
た
地
盤
.：を
築
き
、
最
低
賃
金
制
や
八
時
間
労
働
制
の
：獲
得
な
ど
が
当
面
の
ス 

ロ
I
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

：

資
本
家
階
級
も
、
た
と
；え
ば
イ
ギ
リ
ス 

に
お
け
る
よ
う
に
労
働i

級
に
た
'い
し
、
労
働
市
場
を
支
配
す
る
全
国
的
職 

.衆
n力
組
合
を
、.
.
.
商

品

と

：
し
.て
の
労
働
力
の
士̂
具
を
_め
ぐ
る
；}
^
^相
手
と
.し
て

 ̂

め
.る
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、.法
的
承
認
を
譲
歩
し
た
の
で
：あ
っ
，

P
〕、

：

ま
た
.ド 

イ
ツ
に
お
い
て
；は
、
社
会
主
義
鎮
圧
法
に.よ
う
て
、
社
会
民
主
党
を
非
合
法
化

:

;ー.の
：状
態
の
.も
と
に
追
い
や
り
な
が̂:
>
上
か
ら
、
.社
会
^

法̂
.を
も
っ
て
、

r

労 

:
.
{
»■
者

立

隹

を

^

^

^

^
て
^
社
会
政
策
を
^

し̂
は
^

^

^

の
で
あ
っ 

ン̂
/f
e

.-
°
:G
.o
;i
':
5
な

資

蓬

義
Q
発
展
と
こ
^
に
対
^

る̂
社
^
^
.
の
実
現 

は
、
_

対
立
の
緩
和
、
す
な
わ■ち
■

「

産

業

の

平

和

」

と
.
い

う

資

本

家

的
！：：！

的 

t
即
修
す
る
と
同
時
に、
：
”

>
.
.
_
::
|

:

や

，_

斷

霉

レ

^

ぢ

歡

6
如

^:
蒙

：
V
4 >

レ
< >

ル 

_

M

Q>
1 :
_

:I
:

_
%'
む

か

か

衝

霧

'

_
加
%>
_

£
 

へ
：

6

务

蒙

歡

.
i
.
i
- 1
:

レ
^
^

'
、ひ
発
展
に
ょ
っ
：て
、:'
将
来
も
な
ぉ
そ
の
わ
ぅ
か
，所
蔽4
4
.か

雛

春

|
^
,
£
勒

わ
 

れ

名

:%
.の
.：
で.あ
る
か
の
i
う
.な
幻
覚
を
あ
た
■え
た
こ
へ
と
.ル
發
い
^'
^'
..い
0
1

)

■
こ
こ
ぬ
は
^

組̂
合
を
.も
.っ
て
.政
治
か
ら
き
ヶ
離
し
、
：.：経
^

§

要

求

の

粋

内
 

/

に
組
合
の
.活
動
を
閉
じ
：こ
め
'よ
う
と
す
る
労
働貴
族
.的
な
組
合
指
導
者の
特
権 

化

4
た
意
,

横

た

わ

：
'
っ

て

い

る

こ
と

は
.%

ち
ろ
ん
、
と
.の
よ
うな
指
導
者
に 

こ
.そ
、
.労
働
組
合
の
支
持.を
.
え

て

社

会

民

主

党

の

指

導

者

へ

の

途

が

開

か

れ

た
 

ハ
の
で
あ

っ

た

：
。
し
て
み
れ
ば
、
.，
.
ド

ィ

ッ

社

会

民

主

党

内

部

に

■お
け
る
左
右
両
派 

，
の

対

立.が
、

一
A
A
0年
代
以
後
に
わ
か”に
..は
げ
し
く
なり
、',

つ
い
に
一
八
九 

■•0

年
代
、.
い
：わ
ゆ
る
修

正

、
王

義

論

争

を

契

機

と

し

て

表

面

化

し

た

.
と

い

う

事

実
 

〈

：
は

、.

組
^M

動
の
指
導
者
にお
け
る
右
翼
日
和
見
主
義
的
傾
向
と
ま
っ
た 

■,
<
無
縁
で
找
あ
り
克
な
：い。

\

.

\

•■'労
働
組
合
運
動
に
お
け
る
政
治
と
経
済
の.龜

、
'階
級
闘
争
の否

定

、

そ

し
 

、
て
.マ
ル
ク
ス
主
義
の
修
正
、

こ
れ
ら
は、
,ひ
と

り

、
ド

ィ

ッ
.社
会
民
主
党
と
.ド
ィ
 

ッ
労
_

運
動
冬
の
み
特
有
な
現
象
で
啷
な
：かっ.た
。
当
時
、
社
会
民
主
主
義
孜

党

こ

そ

結

成

さ

れ

て
.い

な

か
.
.マ
.，
た

け

れ

ど
.も

1-
-
>
-
.イ

ギ

：
リ

ネ

に

お

.

「

い
.て
.は
>
.
自

曲
.
' 

党

左

派(
=

ブ

.ル

ジ

ョ

ァ

急

進

主

義

者

〉

と

労

働

組

合

主

義

者

と

の

関

係

は

、 

き

わ

め

て

密

接.で

、

労

働

組

合

の

指

導

者

は

、

自

由

党

と

し

て

議

席

を

保

持

し
 

た

こ

と

は

よ

く

知

ら

れ
.て

い

る

。

エ

シ

ゲ

ル
.
ス

は

、
.|

八

七

九
#

に
.、

ベ
.ル

ン
.
'
. 

シ

ュ

タ

イ

ン

あ

て

の

ヰ
^

の

な

か
.で

、「

現

在

の
.
.イ

ギ

リ

ス

に

は

、

大

陸
.で

，
い 

わ

れ

て

い

る

意

味

で

の

寘

の

労

働

者

階

級

.の

蓮

動

は

な

い

と

と

を

認

め

.•な

け

れ

： 

ば

な

ら

な

い

」

.と

の
.ベ
.て

い

る

が

、

ま

さ

に
.そ

，
の

通

り.で
.あ

.づ

.た
。

.

す
で
に
国
際
社
会
主
義
運
動
の
指
導
的
な
推
進
勢
力
と
し
て
.の
ド
イ
ッ
社
会
, 

民
主
党
と
.イ
ギ
リ
ス
労
働
蓮
動
に
し.て
、
こ
の
よ
う
で
あっ
.た
と

す

れ

ず

、

一，

八
八
九
年
七
月
、

フ
ラ
ン
ス■太
革
命
を
記
念
し
て.。ハ.
.リ
で
創
立
さ
れ
た
第
一
？'

ン

f

ナ

-
シ

ョ

ナ

ル

が

、

い

か

，
に

：
決

^

的

，
に

マ

：
ル

：

.ク

ス

主

義

的

志

向

：
に

.傾

-
い

て
 

い

た

と

し

て.も
'.
-
»
-そ

れ

が
»-
\

帝

国

主

義

擊.の

切

迫
.ど

，い

う

緊

張3

た

議

ゆ

： 
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り
の
分
量
の 

内
籍
介
の
た
め
の
解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
、

一
、

第
一
次
. 

世
界
大
戦
の
犯
罪
、U 、

イ
ン
タ
I
.ナ
シ
ョ
ナ
ル!-
.グ
ルー

プ
の
形
成
、
三
、

.プ
：'ロ
レ
.；タ
リ
ア
国
際
主
義
の
旗
の
も
と.に
、
四
、
，
大
衆
行
動
の
た
め
の
運
動
か 

ら
、
革
、
I ロ
、

>;

ア

革

命

の

，
震

の

：
各

節

か

ら

成

る

四

〇

頁

ほ

ど

の

も

の

で

あ
 

る
。
す
でgr

戦
•争
と
軍
国
主
義
に
反
対
し
て
闘
う
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
左
派

」 
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'一
 

八

七

'年
の
労
働
組
合
法
の
改
IE
を
意
味
す
る

.0

.
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)
、

の
著
者
と

し

て
*?
そ

の

業

績

を

高

く

ハ

#

価

さ

れ

て

、
い

る

、
、
ハ
，
ル

テ

ル

.の

紹

介

に

よ.マ

て

，

わ

， 

れ

わ

れ

は.、

こ
.の

，
史

料

集

に

よ

り

に

近

づ

く

-
機

会

を

得

る

‘
.の

，
で

あ̂
'
 

し

か

しi
f

W

は

、
：’：

-
1
^
1
1

の

，
全

体

にP

•い

：
で

、
：

.
く

わ
:1
*

免

紹

介

す

名

余

裕.は

な
-
:
' 

ぃ
0

ニ

四

四

項

目

の

う

ち

、

わ

ず

か

に

数

項

目

を

1 4
味

ず

る
こ

と
.に

よ

っ

て

、
：

： 

第

一

次

世

界

大

戦

の

勃

発

を

中

心

と

す

る

社

会

民

主

党

の

危

機

を

展

望

し

、

社
 

会

民

主

主

義

の

本

質

そ

：
の

％

の

に

肉

迫

し

よ

う

.と

す

る

も

の

で

あ

る

。

第

.

j

次

世

界'^
:
戦

の

勤

绝

直

前

の

一

九

『

一

牵

一

一

月

|：|

四
日
お
よ
び
|ー
五
. 

日
、
パ
！
ゼ
；ル.ヒ
お

い

て

開

か

れ

た

国

際

社

会

主

義

者

会

議

の

特

別

大

会

に

.
お 

い
て

、

帝

国

、
王

義

戦

争

に

反

対

す

る

決

議

を

採

积

し

H

、

そ
の
な
が
で
現
状 

分
析
の
結
果
も
っ
：と
も
強
調
し
て
い
る
こ

：
と
は
へ
バ
ル
，力
.ン
の
危
機
で
.あ
る
。

; 

す
な
わ
ち
ら
■ぎ
の
よ
う
に
い
う。
. 

：

，

「

す

で

に

今

日

ま

で

に非
常
に
お

：そ

る

べ

き戦
傑

を

も

た

ら
し
セ
ド
ル
ヵ
，， 

ン
■の

危

機

は…
…

.、

文

明

お

よ

び.プ
.
.，口

レ

タ

ア~
ト

に

と
.
々

X

も

.つ
，
と

も：
：
. 

恐

る

ベ

：
き

冒

険

と

な

る

で

あ

ろ

う

.。

そ

れ

ら.は

ハ

大

破

局

；
と

^

う

太

事

件

と
.
. 

非
常
.に
此羅

な

利

害

と

の

間

：
の

甚

だ

し

い

対

立

'を

通
-1
:

て

、

世

界

史.の
4

:
っ

. 

と
.も

恥

ず

、ベ
•
き

复

と

な

る

で

あ

ろ

う

。

そ

れ

ゆ

'え

、

会

議

は.、
：
戦

争

に

反：

. 

.
対

し

て

闘

う

あ

ら

ゆ

る

国

の

社

会

主

義

政

党

と

労

働

組

合

の

完

全

な

団

結
 

を

、

暨

を

も

っ

て

確

認

す
.る

も

の

で

あ

る

：

…

.
0」

'

こ
の
よ
う
に
.の
べ

た

の

ち

、

、、
ハ
：
ル
：力

.：
ン1

:の
社
会
民
主
党
に
は
、1

な 

課
題
が
背
負
わ
.さ
れ
て
い
る
と
と
を
論
じ
た
の
ち
、
戦
争
阻
止
の
中
核
と
.な
る 

べ
き
オ
-
!ス
ド
P
ア
"
.ハ
-V
ガ
リK

お〔

よ
び
.イ
：タ
リ
ア
.の
社
会
民
主
党
員
に' 

.

.

. 

五

六

(

$

c 

は
、

つ
ぎ
め
，•よ
う
に
訴
.え
て
い
.る
0
.

.

「

こ
.の
，こ
..と.か
ち4

^

は
、
.
-
オ
ー
.ス
.ト
リ
.
.ア=.

パ
.ン
ガ
リ
..ァ.お
.よ
び

イ

.
タ
ノ

:
,.
;
リ

ア

の

#

^

、
承

王

義

者

翁

い

t
、
：
彼

ら

の

政

府

'の

':
'
>ァ
.ル
バ
ニ
ァ
を
そ
. 

の
勢
カ
範
囲
に
ひ
き
と
も
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
名
試
み
-に
反
対
し
て
闘
い
、
オ•■ 

I
ス
ト
リ
ァ
H
ハ

ン

ガ

リ

ァ

，
と

イ

タ

：
リ

ア

と

：
の

間

-0
'

!

^

な

関

係

の

維

持

の 

.た
^
の

努

力

を.つ
；
づ
；
け

名

こ

と

.を

要

求

す

る

。

(

~-
- 

さ
ら
に
会
議
は
、
：
V 

口
：

V

シ

ア

の

霞

者
©
;
. 

.->

ル
先
y

支
配
を
狙
う
ツT
I

リ
.
 

ズ

ム

に

：た

：
い
：
す

る

：抗

議

^
ト
ラ(

イ
.キ
に
拍
手
を
.お
く
る
ど
同
時
に
、
ド
イ
ツ
、

フ

ラ

：
：
ン
：
ス

*
よ

：び.イ
.ギ
リ
ネ
の
资
働
者
は
、
バ̂
ヵ
シ
0
紛
争
に
つ
い
.て
自
国
.

.の
中
立
北
の
^
め
に
努
力
す
'る
.こ
と
を
要
求
し
、1ド
イ
ツ
.と
イ
ギ
リ
ス
と
の
 ̂

縮
^
!
^実
現
の
..緊
急
.事
.で
.
る̂
こ
と
を
訴
え
て
い
る_
c 

■

,rl_:

方
に
.お
；け
る
ド
.イ
：ツ
.と
、
.他
方
の
側
■に
お
け
る
フ
ニ
フ
ン
ス
■お
よ
び
イ 

ギ
リ
ネ
と
の
対
立.め
；克

服

は

界

平

和

に

と

っ

て

の

，一

「

大
危
険
を
^

し̂
、 

そ

の

対

立

；
を

利

用

す

：
る
：
ツ

T
丨

リ

ズ

ム.

Q.

権

力

掌

握

を

震

撼

，
；

J
、

オ
！
ス
ト 

リ
へ
ァn
.ハ
：

V

ガ
，リ
：ァ
の
セ
ル
ビ
ァ
に
た
い
す
る
侵
略
を
不
可
能
な
ら
し
め
、 

世
界
の
平
和
を
確
実
な
も-の
：と
す
る
で
あ
ろ
う

OJ -.

こ
の
よ
う
な
現
狀
認
識
の
上
に
立
.っ
て

、

決
議
は
、

つ
ぎ
の
.よ
う
な
決
論
を 

か
か
：げ
て
.全
世
界
の
。フ
ロ
レ
：タ
リ
ァ
！
ト.の
.重
大

な

責

任

を

訴

え

て

い

る

の

.
で 

あ
^
0
.
.
.
.

:
「

プ
ロ
^
タ
リ
ァ
ー
ト
は
、
こ
の
瞬
間
に
お'い
.て
人
類
の
全
将
来
の
担
い 

手

，
で

あ

る

こ

と

を

.自
覚
す
る
。
大
量
殺
戮
、.飢
餓
お
.よ
び

疫

病

.
の

あ

ら

ゆ

る 

恐
怖
.に
よ
.
.
.
つ
■て
脅
か
.ざ
れ
て
い
.る
す

べ.て
の
民
族
：の
生
命
の
絶
滅
を
阻
止
す
.

る
..ため
に
、

フ.■'ロ.
レ
タ
..リ
T
丨
ト
.は
：、.
.
.
そ
：の
全
.エ
'
,、不
.ル
，ギ
.丨
.
を

傾

け

る

で

あ

'-
.
 

ろ

う0 

.そ
れ

ゆ

え

会

議

は

、

あ

ら

ゆ

る

国

.の

プ

： .

ロ
レ
.タ
リ
ア
.お
よ
び
社
会
主
' 

義
者
に
、
と
の
決
矩
的
な
時
期
に.'
*
わ
れ
わ
れ
の
意
見.を
の
.：ベ
：
る

よ

う

に

切

. 

.望
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
形
で
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
和
い
て
、
わ
れ
わ 

れ
の
意
志
を
宣
伝
せ
よ
、
議
会'に
：お
い
て
.は
、
：
力

い

，
っ
ぱ
い
.
.
に

わ

れ

わ

れ

の 

抗
議
を
ま
き
.お
.
.こせ
：、
大
衆
..
を
.大
規
模
'な
.デ
モ
シ
，
ス
ー
ト
レ
丨

' 

シ
_

3
.
.
.
ン
へ
に
.団
結 

さ
せ
.、
プ
ロ
.レ

タ
リ
ア
！
トの
組
織
お
よ
び
.強
さ
が
も
つ_て
い

、
る

あ

ら

ゆ
..

る 

手

段

を

.徹

底

的

r ，
羽
用
せ
.よ
！
.
.政
府
が
、
プ
：
.
P
.
レ
タ
.リ
r

■
丨ト
の
..
油
断
の
、
.. 

な
い
そ
し
て
熱
情
的
な
平
和
へ
の
意
志
を
ハ
眼
の
前
で
見
る
よ
う
に
せ
よ
！
 

搏

取

と

大

量

殺

戮

の

資

本

、
王

義

的

世

界

に

.た
：
い

し•て
、
i

:と
諸

国

民©
友

： 

愛
の
；フ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
たii
i
*思
を
対
置
..せ
し

め
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よ
‘
1

——
.
.

,
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こ
う
し
た
^
!

>.

に
反
対
する
；国
際
的
な
プ
；
ロ
：，

レ
：：

タ
‘
リ

テ

ー
ト
-の
抗
議
.に
も
办 

か

わ

ら

丈■ I:

九
ー
四
年-;

サ
ラ
イ
ェ
ダォ--

に
お
-け
る
，セ
ル
，ビ
テ
の

.1

青
年
に
. 

よ
る
.才
丨
.ス
■.ト

リ
...
ア
.皇
太
'子
夫
妻
.の
^
|
1
:
を

契

機

.と

し

て

、

.

.オ
{
ネ
.ト

>
p
tと
，
， 

セ
ル
.ビ
.，ア
と
の
関
係
が
燕
化
^

:
才

！

ス

‘ト

)

，リ
ア
■は
セ
.：ル
ビ.ア
.に
最
後
通
諜
を，
. 

手
交
し
、
じ.か
‘_も
_セ
ル
へ
ビ
.
.

ア
は
と
れ
を
拒
否̂
た
..。.レ
か
も
ド
イ
ッ
.と
；
.̂丨
ス
.. 

ト
リ
ア
が
そ
れ
君
双
方
に
加
担
乙
、
、
激
突
が
さ
け

.ら
れ
な
劣
な
：る
と'と
も
： 

に
、
：-

^

^

^
は̂
^-
羅
ま
つ
だ
デ
と
泠
よ
う
な
^

^
た

状

擊
^

^
し
- 

て
、1

.九
、ー.西
年
七
5

1
五
日
、
、ド
イ
.：ッ
社
会
_党

首

靨

は
"
迫
り
来
る
：、
 

戦
争
の
農
に
反
対
す
る̂め
に
、■ド
イ
ツ
^

^
^
た
：い
し
^

^
ス
五
フ
，
-

S

イ
キ
を
よ
ぴ
か
け
た0,で
あ
る
。.そ
.
の
な
か
セ
，
つ
ぎ
の
；
よ

う

に

の

<<
て
い
る
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「

階

級

意

識

に

.因

覚

め

た

ド
イ
ツ
の
^
.
:
.
ロ
.
.レ.
ッ̂
ナ
1
-
ト

)

.炫

....戦
^
爐

動
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第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
ド
イ
ツ
社
会
：民
：主
党

.

者
の
犯
罪
的
な
活
動'に
た

：
い

し

、

人

間

性

お

ょ

び

文

化

の

名

：に

お

.い
て
、
燃
. 

え
る
ょ
ぅ
な
は
げ
し
い
抗
議
を
お
と
す
の
だ
。
そ
し
て
ド
ィ
ツ
政
府
に
た
い 

し
、：

オ
ー
ス..ト
リ
ア
政
府
に
た
い
し
て
平
和o '
保
持
の
た
め
に
影
響
を
あ
た 

え
る
こ
”と
'金
亦J2

®

な
ら
し
め
冬
こと
、が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
も
し
恥
ず
ベ 

.

き
戦
争
が
^

じ̂
え
.な
い

：，
ょ

ぅ

な

場

合

に

も

、

す

べ

.て
の
戦
争
の
干
渉
を.放
. 

棄
さ
れ
る
と
.上
.が
必

：要

：
で

あ

る

-:
0
ド
ィ
ツ
兵
の
血
の
一.滴
も

、

オ

ー

；
.ス

ト

リ 

7
の

権

カ

者€>
.権

勢

慾..
-
.
>
帝

国

主

義

的

な

利

益

に

あ

ず

，
か

る

人

々

め

■
牲

-
に 

供
さ
れ
て
は
な
ら
な
い；
。1-
':

こ
の
呼
'び
，
か

け

に

路
'1
:
て
、
労
働
者
大
衆
の
戦
争
反
対
の
掘
議
の
波
は
、
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.ィ
ツ
全
土
を
お
お^
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.：の
：勢
.い
に
乗
じ
て
、
靈

者

階

級

の#

的̂
な
中
核
. 

は
、
.:戦
争
.に
反

対

す

る

^

定

的

な

措

置

を

と

.
ろ

ぅ

と

し

た

の

で

あ
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が
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で
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>
き
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ド
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；7
社
会
民
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党
右
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国
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余
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、
社

会
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義

を
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.

.
籍

を

有

す

る.%'
の

と

し

て

、
.；追
放

命

令

を
.う
け

た

と

：
い
；
う

.こ
^
を

き
.き
ま

し\ 

r
fc…

…
,°
.ヒ
ル

：
フ
：
ァ
i

Kイ
ン
グ
博
士
は
、A
:日
ほ
ど
体 

ら
遠
ざ
か
？
て
お
り
、-従
って

：；

フ

ォー

ル
ウ
一
エ
ル
ツ
の

.

た
：.

め
に
何
も
書
い
て'

■■
.お
り
ま
せ
ん
が
、'
.
:
:

と
.の
新
聞
の
編
集
に
お
い
：て
、.ひ
き
4:
め

役

の

ー

よ

う

な

要 

■'素
を
代
表
し
て
^
り
..
ま

し

た

し

、
，
、
，觉

首

脳

部

の

..
信

用

の

：

-£

く

に

厚.い
人

.で

し 

た
。
一
オ
丨
ス
ト
リ
ア
の
狀
態
を
、
彼
が
く
わ
し
く
知
：？
て
：い
る

:>
-

」

と

、
.
'
.
そ

し 

:て
ま
た
ウ
ィ
丨
シ
：の
-1
労
#
者

新

；撒
}
め
経
営
者
と
連
絡
冷
と
；る
と"と
：に 

よ

っ

て

、
：：
彼

は

、

フ
.
ォ

 

>
,
ル

ウH

ル

，
ツ

の

な

か

で

、

セ
.
ル

ビ

ア

に

た

い

す

る
 

_オ
丨
：ス
ト
リ
ア
の
苦
情
を

U

霊

：
に

理

解

し

て

、

'わ
.が
党
.の
生

ぎ̂

/：
と
t
た 

平
和
へ
の
熱
望
.を
表

明

し

よ

う

：
と

.し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼
は
、
そ
の
体
暇 

'■
:■の
旅

行

へ

へ

の

婆

求

が

滿

た

：
さ

れ

た

の

：
で

も

な

い

の

に

、

そ

め

旅

行

ー

か

ら

す

ぐ

」 

帰
る
よ
う
に
党
首
脳
部
が
ら
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
：。
わ
た
く
し
は
た

♦た
、：

' 

:

つ
ぎ
の
よ
"う
に
^
う
こ
と
が
で
き
ま
す0:-
こ
の
追
放
は
、
そ
の
目
的
を
破
壊. 

し

、.お
そ
ら
く
は
、.フ
ォ
丨
ル
ウH,

ル
ツ
の
編
集
に
お
い
て
、
：そ
の
諭
調
に 

影

響

を

あ

た

え

な

い

わ

け

に

ー

は

い

か

な

い

：
と

い

う

こ

と

セ

：
す

.
：
：
。
_
1 

.
こ
れ
を
み
て
も
、
ジ
ユ
ー
デ
ク
ム
：が
、
：社
会
民
主
党
内
部
の
事
情
を
も
ら
す 

ス
パ
イ
の
役
劍
を
果
し
て
い.た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ.る
：0
こ
の
よ
う
に
、'社

会： 

民
主
觉
内
部
に
ぉ
计
る
日̂

主̂
義
が
、
政
府
と
の
取
引
と
な々
て

あ

らわ
れ

.

:

■五
八
，
.
.
.

(

五
八)

た
と
す
れ
ば
、

一
九
一
四
年
八
月
四
日
、
大
戦
が
.勃
発
し
た
と
き
、
そ
の
日
和 

見

生

義

が

、
；
つ

.い
に

そ

の'%
:っ
と

も

露

骨

な

形

と

し

て

の

#

^

排

外

主

義

と

な
 

ヴ
、
：帝
国
主
義
戦
争
の
：正
当
化
艮
の
り
出
し
た
：の
は
I

で
あ
っ

た

。

、
つ

ぎ

に 

か

か

げ

る

：
の

ば

.、
社
会
民
主
党
の
戦
争
政
策
の
是
認
を
反
映
す
る
一
九

|

四
年 

八
.月
四
日
の「

ハ
ン
ブ
ル
ク
ー
エ
コ
ー
卜
の
議
説
の
ー
ー
節
で
髮
。

,:.
,:.「

t
e界
戦
争
が
は
じ
ま
マ
た
。
：わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
者
が
お
そ
れ
全
力
を 

:

つ
く
.し
：X
便
対
し
て
い
た
.こ
と
が
、
現
実
と
免
っ
た
の
だ
。
戦
争
が
お
こ
っ 

.
て
い
々
の
だ
。
：ロ
シ
ア
に
た
い
し̂
は

日

購

日

が

ら

、

-:
:
フ

ラ

ン

ス

に

た

い

し 

て
は
今
日
は
じ
ま
っ
た
。:何
が
お
こ
.る
.の
，か
、
、ど
.う
な
る
の
か
、
，
わ
れ
わ
れ 

.は
知

ら

：
な

い

。

-

し
.か
し
^
が
ら
わ
れ
-^
れ
は
、

つ
ぎ
.の
よ
う
な
こ
と
を
予
知
し
て
い
る
。

,厂
す
な
わ
ち
卞
ィ
ッ
は
そ
の
全
力.を
、
ド
ィ
ッ
国
民
は
そ
め
最
後
の
人
間
を、
.

.

_

か

: 4
し

..く
_は

無

が

；
を

決

荒

す

る

ひ

と

つ

の

_

争

に

動

員

し

な

け

れ

ば

な
 

ら

な
V

と

い
^
"
こ̂

と

を

：

：

：

？

 

. 

>

,
わ
.れ
わ
れ
の
国
土
に
お
し
よ
せ
よ
う
と
す
る
ッ
ァIの
軍
隊
に
た
い
し 

,:

て
.、，
最
初
：の.戦
^i

l
i
、
#

切
の
突
擊
が
む
け
ら
れ.た
の

だ

。
.
束

部

に

お

い 

て
:
"海
に

陸

に

職

闘

が

お

：
こ

'な
わ
れ
て
い
.る
0
最
初
に
侵
入
し
て
き
た
ロ
シ 

ア
人
は
撃
退
さ
れ
、

ロ
シ

V

ァ
の
国
境
の
都
市
は
、
ド
ィ
ッ
兵
の
急
速
に
し
て 

'
有

効

な

反

撃

：に

^
っ
'て
占
領
ざ
れ
た0
ド
ィ
ッ
.の
軍
艦
は
、

ロ
シ
ァ
の
海
岸 

へ
全
速
力
■て

急

ぎ-

a:
.

.

つ
，
闘

っ

て

い

：
る

…
…

。
.

,'
と
：こ
ろ
マ
、
西
部
国
境
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
0
.フ
ラ
ン
ス
は
、
公
然
と
通 

告
し
て
攻
摩
を
し
か
け
て
き
て
お
り
、
そ
の
軍
隊
は
、

ェ
ル
ザ
ス

.
-1
3

丨
ト

リ

ン

ゲ

シ

、

南

ド

イ

ツ

お

よ

び

ラ

イ

ン

州

を

突

破

し

よ

う

.と

し

て

.
い

る0
闘
 

,い
が

：は

じ

ま

マ
.た

の

だ

！

，

い

ま

や

、

お

そ

る

や

き

大

破

局

の

.内

在

的

な

原
 

因

が

ど

ご

に

あ

る

か
.を
_

論

し

た

り

探

求

し

た

り

す

る

と

き

で

は

な

い

。

わ

. 

か
か
かル

#-

务
か
.
i

* '
r :
i

^

:

6^

。

.

悲
し
い
か
な
、
わ
れ
か
れ
は
い
ま
平
和
と
款
別
す
る

…
…

わ
れ
b
れ
は
血 

i
i

版
奮
幻
か
かi

i
、.

齋

ル

レ

か

小

ル

め
.

か
。
か
か
か
か
ル
池
劻
を 

U

防
衛
い
な
け
れ
ば
な
ら
か
い
の
だ

…
…
」

(

傍
点
筆
者)

こ
こ
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
が
完
全
：に
無
視
さ
れ
、
■
盲
目
的
愛
国 

主
義
ゼ
け
が
熱
狂
的
に
絶
叫
さ
れ
て
い
る
。
祖
国
防
衛
！

「

鉄
鎖
の
ほ
か
失
う 

べ
き
何
物
を
-4
-
も
.た
な
い」

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
、
社
会
排
外
主
義H
シ
ョ 

I
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
か
り
た
て
た
も
の
は
、■ま
.さ
.し
く
右
翼
社
会
民
主
主
義
者
の 

.

裏
切
り
的
ハ
M

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
祖
国
防
衛
！

と
の
.美
し
い 

言
葉
が
、
い
か
に
破
壊
的
な
影
響
を
人
類
に
あ
た
え
.た
が
、
.
こ
の
深
刻
な
教
訓 

を
第
一
.次
世
界
大
戦
は
教
え
た
が
、
し
，の
魔
呪
的
な
言
葉
は
、

'：い
ま
も
な
お
、
. 

意
識
の
お
く
れ
た
大
衆
を
し.て
、
.戦
争
べ
の
熱
^
■に
か
り
■た
て
る
恰
好
な
スロ 

.丨
ガ
ン
.で
さ
え
あ
る
。
第
二イ
ン

.
タ

ー

，
ナ

シ.3ナ
.ル
の
崩
壊
の
原
因
と
な
>
た 

.社
会
民
主
主
義
者
の
い
ま
ま
でi

の
な
い
裏
切
！̂

に
た
い
し
て
は
、レ

—

二
ン
が
鋭
く
分
析
し
た
こ
と‘は
：
よ

く

知

ら

れ

て

い

.る

.が
、
要
す
石
に
こ
の
根
底 

に
あ
る
も
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
労
働
組
合
運
動
に
.お
け
る
日
和

_ 

見
主
義
の
浸
透
で
あ
る
。
機
会
主
義
的
な
イ
デ
オ
.ロ
ギ
I
に

影

響

さ

.
れ

た

藤
 

労
働
者
層
の
：一：部

.

(

"
労
働
貴
族g

の

社

会

主

義

か

ら

社

会

改

良

主

義

：
へ
の 

志
向
、
そ
し
て
:$
ら
に
こ
れ
が
社
会_

主

義

に

転

化

す

る

の

：
で

あ

っ

て

、

-'
力

第
一
次
世
界
大
戦'の
勃
発
と
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党.
.

I
ル
：•
レ
ギH,

ン
な
ど
は
そ
：の
代
表
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。

■
'
こ
れ
に
た
い
し
、1
’革
A
盛

な

労

働

者

の

先

頭

に

立
.
っ
て
、
反

戦

■
，
反
帝
国
主 

義
•

革
命
的
社
会
主
義
の
.

.

立

場

を

堅

持

し

た

：

の

は

、
口 
I

ザ
.

ル
タ
セ
ン
ブ
ル
ク 

(Kosa R
u
x
e
m
b
u
r
g
)
、

フ

ラ

ン

ツ•
メ

：

リ

ン

グ
 

M
&
rs'
g)

、 

エ
ル
ン
ス
ト
•ん
マ
，
イ
エ
，
ル

(Elnsi; M
e
y
e
r
)
、

へ
ル
マ
ン
•

ド

.
ウ

ン
力ー

S

Q

H

i

B

b
u
n
c
k
e
r
)
、

ウ
ィ
ル
へ
ル
a

•ピ
ー

ク

(Tvilhelra pieck) 

ら

の

社

会

民

主

党

左

派

の

ダ

，
ル

.丨
プ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
ナ

罾

が

罾

豸

し

た
 

八
月
四
日
の
晚
、

口
 

Iザ
の
家
に
集
ま
り
、
社
会
民
主
党
を
脱
党
す
る
ご
と
に 

よ
っ
て

、
k
動
的
な
右
派
お
よ
び
日
費
的
な
中
央
派
と
訣
別
す
る
か
、
そ
れ 

と
も
党
内
に
と
ど
ま
る
か
を
協
議
し
た.の
だ
が
、
結
局
、
左
派
と
し
て
党
内
に 

と
ど
ま
り
、
，全
国
の
左
翼
勢
力
を
結
集
す
る
こ
と
に

よ
？
て
、
右
派
お
よ
び
中 

央
派
と
_
う

態

度

を

決

定

し

た

の

で

あ

.
っ

た
が
、
こ
の
左
翼
社
会
民
主
主
義
者 

の
グ
ル
一
プ
の
発
展
に
と
ら
て
も
っ
と
も
決
定
的
な
事
件
は
、
力
一
ル
•
リ
一 

ブ
ク
ネ
ヒ
ト
が
、
 

一

九

一

四

年

九

月

一

.ニ
日
、
シ
キ
ト
ッ
ツ
ガ
ル
ト
で
開
か
れ 

た
社
会
民
主
党
支
持
者
大
会
に
お
い
て
、
社
会
民
主
党
の
国
会
議
員
目
の
裏
切 

り
.に
対
し
て
お
こ
.な
.っ
た
は
げ
し
い
'弾
劾
演
説
で
あ
：？
た
。
そ
の
報
告
書
の
一 

節
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

:
「

九
月
十
八
日
に
は
、
都

市

委

員

会

(si

ct-ZImg 

dies 

StSdtEschen 

K
o
l
e;f
l
)
s

)

が
開
か
れ
た
が
、.そ
の
.な
か
に
は
、；-
つ
ぎ
の
よ
う
な
発
言
は
、 

.'
■:洼
自
^Y

含
こ
：と
で
あ
る
。
：
名

わ

ち

、-ウH

ス
ト
，マ
イ
ア
は
、
：
報
告
者
と 

L
て

..の

力
..
：丨
■ル
.
リ
.丨
プ
"ク
ネ
.ヒ
^
と
の
公
け
0
^
4
^
.

を

催

そ

う

と
|-
|

画

し 

:

ち
ム
ウ
工
：.ス
，
ト

マ

イrが
く
わ
し
く
ふ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
わ
た
く
し
は
、

.

.

.五

：九.

(

五

九〉



同
^
リ

ー

ブ

ク

、
、
不
ヒ
，
ト

に

、

旅

行

中

に

会

っ

た

こ

と

が

あ

る

'の
.で
、
そ
の
問 

'題
に

つ

：
い

：
て

話

す

機

參

え

た

:'
:0

:彼
：は

何

よ̂.
も
光
ず
、
：.つ
ぎ
.の
.よ
ぅ
隹)

ソ 

」
と
を
私
に
報
告
し
て
氣.た
。
議

證

.觉
-
£に
お

，
い

，て

後
-か
<:
%'
じ

-:
.
-

: 

ば
1.
ば

賞

考

れ
£
 

.
致
之
い
タ
も
の
が'

-%
;
は
：
や

存

在

じ

な

い

.̂
;
と
。
ナ 

:

K
人

の

同1

|

*予
算
の
協
賛
に
た'い
し
：で
鐲
い
抗
議
の
贵
を
；あ
げ
た.の
：
. 

で

あ

：
マ
て
、

そ

の

な

か

.に
は
、
•ハ
丨
ゼ
も
入
っ
て
い
：た
。
わ
た
く
し
は
、
こ
り 

の

よ

ぅ

な

歴

史

的

な

瞬

間

に

、
；
社

会

民

主

：
党

国

会

議

員

団

：
の
，
党

派

的

な

強

制

.

:

に

加

わ

る.
こ

と

は
.で

：き
.

な
-::;J

.

 

.

I

。1-

と
れ
は
-

1

九

：

一.

四
年
の
第一
回
臨
時
馨
予
算
に
反
対
し
た
社
会
民
主
党
左.
 

派
の
英
雄
的
な
闘
争
の
報
告.で
あ
る
が
、'十
.ニ
月
.

r1

日
.に
は
、
第
.二
回

：の

軍

事
. 

予
算
の
議
が
な
さ
れ
た
が
、
リy
少
次
ネ；
ヒ
ト
は
、

れ
に
反
対
声
明
を
発：
. 

す
る
国
会
議
員
の
新
た
な
グ
ル.
|プ
'を
獲
得
じ
.よ
5
と
努
カ
し
た
.が
‘え
ら
：れ
(' 

ず
、40

!
^
'

の

単

独

：
の
：声

明

は

発

表

ず

る

こ

と

を

禁

ih
さ

れ

た

。
：
，
し

が

し

ぞ

れ

，； 

に

も

か‘か
：
わ

ら

ず

彼

は

：
、

.最
後
ま
で
徹
底
的
に|

予̂
算
に
反
対
す
る.惟
'
:ー
人
，

の
社
会
民
主
党
員
と‘し
て
，、■社
会
民
主
觉
執
行
部̂

た

い

し

、
：
：
つ

.ぎ

.'-
0

よ

ぅ

な.
' 

抗
_
文

を

発

，し

た

の

，
で
ぁ
ハ

^

。

.

「

社

会

民

主

霞

含

員

首

脳

部

へ

同
志
諸
君
；
.

昨
日
の
議
会
に
お
け
る
投
票
の
^
に
、
わ
た
く
し
は
逼
迫
の
状
態
に
お
か 

れ
ま
し
た
。
軍
事
予
算
，

の

提
案
の
拒
否
は
、
わ
：だ
く
し
の
信
念
に
従
，え
ば
、

.
 

党
の
綱
領
お
よ
び
国
際
的
な
会
議
の
結
論
.に
よ
っ

て

示

さ

•れ
たも
の

，

で
：あ
り
.. 

ま
す
。
隹
く
し
は
、
党
の
綱
領
：の

霧

と
.と
.の
：国
際
的
な
会
議
の
決
議
の
へ

.

六
0
,
:
'

(

六
0)

.

.
^
^
^
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。
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；
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世
界
'に
、
ド
イ
ツ
.の
革
命
的
な
プ
占
-レ
.タ，
リ

ア
ー

ト

の
中
核
が
、
な
お
孤
塁
を 

守

.?
て
奮
戦
し
.つ
.つ
お
る
こ
と
を
示
し
た0
一

 

方
こ

の

童
大
な
時
に
あ
た
り
、

力
.
ウ

ツ
.キ

：丨

を

指

導

者

と

す

る

い

わ

ゆ

る

中

央

派

の

行

動

に

た

い

し

て

は

、

ロ 

ン

、
ド

ン

の

新

聞

，
：

- 1
レ

，
丨'、
ハ

！

リ
ー

ダ

.丨

」

の

編

集

部

，に

お

く

ら

れ

た
メ 
I

リ 

ン

グ

？
 

ロ

ー

ザ
.»
ル

.ク

セ

ジ

ブ

ル

ク

、

リ

丨

プ

-
ク

ネ
.ヒ

ト

ら

の

蜜

儀

'
に

明

ら

か
 

に
.示

さ

れ

て

い

る

ょ
.5
.
に

、

カ

ウ

ツ

キ

-
！

の

裏

切

り

：
と

し

て

、

は

げ

し

い

非

P
.

 

が

あ
.び

甘

か

け

ら

れ

た

:
 .
°

.

:

.

>-」

.
れ
.に」

た
い

し

：
て'-

>

力

.
ウ
ツ
.
‘キ.！
は

ど
.の
■.ょ
.う
な
.態
度
をと
‘

つ' た
.で
あ
ろ
.う
, 

か
.:
0

:

1

九

：
lra
年

卞i

月
ニ

八
日
、
力

.
ウ

ツ

キ

ー

が

ハ

ヴ

イ

ク：

タ

•
丨i
ア

ド

ラ
 

丨(Victor :Aaer)

•に
あ
て
て
書
い
'た
手
紙
め
な
か
で
、
彼
が
何
故
に
、
軍 

事

予

算
：
'の
提
案
に
賛

，成
し
..
た
：■か
.'
*

,
ま

：た
リ

.
丨
プ
'ク

ネ；
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あ
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